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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示される対象物に対する操作指示を入力する指示体によるタッチ操作を受け付けるこ
とが可能な第１表示部及び第２表示部を有し、前記第１表示部を有する第１筐体及び前記
第２表示部を有する第２筐体の一辺同士が回動可能に連結され、前記第１筐体と前記第２
筐体の表面同士が対面する０度位置から、前記第１筐体と前記第２筐体の表面が同一方向
を向いて互いに平行する１８０度位置を経て、前記第１筐体と前記第２筐体の裏面同士が
対面する３６０度位置まで回動可能とされた情報処理装置であって、
　前記第１筐体と前記第２筐体との成す角度である姿勢角度を判定する姿勢判定部と、
　画面オブジェクトが表示される前記第１表示部において、前記第２表示部に隣接する辺
の近傍に設けられる所定領域に前記画面オブジェクトの一部、または前記画面オブジェク
トを選択した前記指示体が移動されて入ったことを判定する移動判定部と、
　前記姿勢判定部によって前記姿勢角度が１８０度から３６０度位置と判定され、前記移
動判定部によって、前記第１表示部において、前記画面オブジェクトの一部、または前記
画面オブジェクトを選択した前記指示体が、前記所定領域に移動されたと判定された場合
に、前記第２表示部において、前記第１表示部と前記第２表示部とが隣接する辺の対辺か
ら前記画面オブジェクトを移動させ、前記第２表示部に前記画面オブジェクトの少なくと
も一部を表示させる画像制御部と、
を具備する情報処理装置。
【請求項２】
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　前記姿勢判定部によって前記姿勢角度が０度から１８０度位置と判定され、前記移動判
定部によって、前記第１表示部において、前記画面オブジェクトの一部、または前記画面
オブジェクトを選択した前記指示体が、前記所定領域に移動されたと判定された場合に、
前記画像制御部は、前記第２表示部において、前記第１表示部と前記第２表示部とが隣接
する辺から前記画面オブジェクトを移動させて、前記第２表示部に前記画面オブジェクト
の少なくとも一部を表示させる請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記画面オブジェクトが表示される前記第１表示部において前記画面オブジェクトを移
動させるためのフリック操作を受け付けて、前記画面オブジェクトの一部が前記所定領域
に到達した場合に、前記第１表示部から前記第２表示部に前記画面オブジェクトを移動さ
せる請求項１または請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記姿勢角度が１８０度から３６０度位置と判定され、前記移動判定部によって、前記
第１表示部において、前記画面オブジェクトの一部、または前記画面オブジェクトを選択
した前記指示体が、前記所定領域に移動された場合であっても、前記画像制御部が前記第
２表示部に前記画面オブジェクトを移動させないように設定可能とされている請求項１か
ら請求項３のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項５】
　表示される対象物に対する操作指示を入力する指示体によるタッチ操作を受け付けるこ
とが可能な第１表示部及び第２表示部を有し、前記第１表示部を有する第１筐体及び前記
第２表示部を有する第２筐体の一辺同士が回動可能に連結され、前記第１筐体と前記第２
筐体の表面同士が対面する０度位置から、前記第１筐体と前記第２筐体の表面が同一方向
を向いて互いに平行する１８０度位置を経て、前記第１筐体と前記第２筐体の裏面同士が
対面する３６０度位置まで回動可能とされた情報処理装置の画像表示方法であって、
　前記第１筐体と前記第２筐体との成す角度である姿勢角度を判定する姿勢判定工程と、
　画面オブジェクトが表示される前記第１表示部において、前記第２表示部に隣接する辺
の近傍に設けられる所定領域に前記画面オブジェクトの一部、または前記画面オブジェク
トを選択した前記指示体が移動されて入ったことを判定する移動判定工程と、
　前記姿勢判定工程において前記姿勢角度が１８０度から３６０度位置と判定され、前記
移動判定工程において、前記第１表示部において、前記画面オブジェクトの一部、または
前記画面オブジェクトを選択した前記指示体が、前記所定領域に移動されたと判定された
場合に、前記第２表示部において、前記第１表示部と前記第２表示部とが隣接する辺の対
辺から前記画面オブジェクトを移動させ、前記第２表示部に前記画面オブジェクトの少な
くとも一部を表示させる画像制御工程と、
を有する情報処理装置の画像表示方法。
【請求項６】
　表示される対象物に対する操作指示を入力する指示体によるタッチ操作を受け付けるこ
とが可能な第１表示部及び第２表示部を有し、前記第１表示部を有する第１筐体及び前記
第２表示部を有する第２筐体の一辺同士が回動可能に連結され、前記第１筐体と前記第２
筐体の表面同士が対面する０度位置から、前記第１筐体と前記第２筐体の表面が同一方向
を向いて互いに平行する１８０度位置を経て、前記第１筐体と前記第２筐体の裏面同士が
対面する３６０度位置まで回動可能とされた情報処理装置に画像表示処理を実行させるた
めの画像表示プログラムであって、
　前記第１筐体と前記第２筐体との成す角度である姿勢角度を判定する姿勢判定処理と、
　画面オブジェクトが表示される前記第１表示部において、前記第２表示部に隣接する辺
の近傍に設けられる所定領域に前記画面オブジェクトの一部、または前記画面オブジェク
トを選択した前記指示体が移動されて入ったことを判定する移動判定処理と、
　前記姿勢判定処理において前記姿勢角度が１８０度から３６０度位置と判定され、前記
移動判定処理において、前記第１表示部において、前記画面オブジェクトの一部、または
前記画面オブジェクトを選択した前記指示体が、前記所定領域に移動されたと判定された
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場合に、前記第２表示部において、前記第１表示部と前記第２表示部とが隣接する辺の対
辺から前記画面オブジェクトを移動させ、前記第２表示部に前記画面オブジェクトの少な
くとも一部を表示させる画像制御処理と、
を含む画像表示プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、画像表示方法、及び画像表示プログラムに関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、情報処理装置として、２画面を有するものが開発されている。このような情報処
理装置として特許文献１には、第１のタッチ表示部が設けられた第１の筐体と、第２のタ
ッチ表示部が設けられた第２の筐体とを備え、第１の筐体と第２の筐体とが連結部によっ
て回動可能に連結された携帯型情報処理装置が開示されている。
【０００３】
　特許文献１に開示されている携帯型情報処理装置は、クローズ状態、ブック状態、クラ
ムシェル状態、タブレット状態、テント状態、及びベーシック状態といったような、第１
のタッチ表示部と第２のタッチ表示部の向きで規定される各種構成を取ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－２３３１９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、例えば、上下で２画面となるようにユーザが使用し、ウィンドウを下の画面か
ら上の画面へ連続して移動させる操作を行う場合がある。しかしながら、ウィンドウを下
の画面から上の画面へ連続して移動させようとしても、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）の設定によっては、下の画面の上辺近傍にウィンドウが移動すると、そのウィ
ンドウが最大化して上の画面に移動できない場合があった。
　また、こうした２画面を有する情報処理装置は、指示体が２画面間を継続してタッチで
きないことから、第１のタッチ表示部に表示されるウィンドウを、第２のタッチ表示部に
移動させることが困難だった。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、複数画面を有する情報処理
装置において、２画面間の画面オブジェクトの移動をスムーズに行うことができる情報処
理装置、画像表示方法、及び画像表示プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の手段を採用する。
　本発明の第一態様に係る情報処理装置は、表示される対象物に対する操作指示を入力す
る指示体によるタッチ操作を受け付けることが可能な第１表示部及び第２表示部を有し、
前記第１表示部を有する第１筐体及び前記第２表示部を有する第２筐体の一辺同士が回動
可能に連結され、前記第１筐体と前記第２筐体の表面同士が対面する０度位置から、前記
第１筐体と前記第２筐体の表面が同一方向を向いて互いに平行する１８０度位置を経て、
前記第１筐体と前記第２筐体の裏面同士が対面する３６０度位置まで回動可能とされた情
報処理装置であって、前記第１筐体と前記第２筐体との成す角度である姿勢角度を判定す
る姿勢判定部と、画面オブジェクトが表示される前記第１表示部において、前記第２表示
部に隣接する辺の近傍に設けられる所定領域に前記画面オブジェクトの一部、または前記
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画面オブジェクトを選択した前記指示体が移動されて入ったことを判定する移動判定部と
、前記姿勢判定部によって前記姿勢角度が１８０度から３６０度位置と判定され、前記移
動判定部によって、前記第１表示部において、前記画面オブジェクトの一部、または前記
画面オブジェクトを選択した前記指示体が、前記所定領域に移動されたと判定された場合
に、前記第２表示部において、前記第１表示部と前記第２表示部とが隣接する辺の対辺か
ら前記画面オブジェクトを移動させ、前記第２表示部に前記画面オブジェクトの少なくと
も一部を表示させる画像制御部と、を備える。
【０００８】
　本発明の第二態様に係る画像表示方法は、表示される対象物に対する操作指示を入力す
る指示体によるタッチ操作を受け付けることが可能な第１表示部及び第２表示部を有し、
前記第１表示部を有する第１筐体及び前記第２表示部を有する第２筐体の一辺同士が回動
可能に連結され、前記第１筐体と前記第２筐体の表面同士が対面する０度位置から、前記
第１筐体と前記第２筐体の表面が同一方向を向いて互いに平行する１８０度位置を経て、
前記第１筐体と前記第２筐体の裏面同士が対面する３６０度位置まで回動可能とされた情
報処理装置の画像表示方法であって、前記第１筐体と前記第２筐体との成す角度である姿
勢角度を判定する姿勢判定工程と、画面オブジェクトが表示される前記第１表示部におい
て、前記第２表示部に隣接する辺の近傍に設けられる所定領域に前記画面オブジェクトの
一部、または前記画面オブジェクトを選択した前記指示体が移動されて入ったことを判定
する移動判定工程と、前記姿勢判定工程において前記姿勢角度が１８０度から３６０度位
置と判定され、前記移動判定工程において、前記第１表示部において、前記画面オブジェ
クトの一部、または前記画面オブジェクトを選択した前記指示体が、前記所定領域に移動
されたと判定された場合に、前記第２表示部において、前記第１表示部と前記第２表示部
とが隣接する辺の対辺から前記画面オブジェクトを移動させ、前記第２表示部に前記画面
オブジェクトの少なくとも一部を表示させる画像制御工程と、を有する。
【０００９】
　本発明の第三態様に係る画像表示プログラムは、表示される対象物に対する操作指示を
入力する指示体によるタッチ操作を受け付けることが可能な第１表示部及び第２表示部を
有し、前記第１表示部を有する第１筐体及び前記第２表示部を有する第２筐体の一辺同士
が回動可能に連結され、前記第１筐体と前記第２筐体の表面同士が対面する０度位置から
、前記第１筐体と前記第２筐体の表面が同一方向を向いて互いに平行する１８０度位置を
経て、前記第１筐体と前記第２筐体の裏面同士が対面する３６０度位置まで回動可能とさ
れた情報処理装置に画像表示処理を実行させるための画像表示プログラムであって、前記
第１筐体と前記第２筐体との成す角度である姿勢角度を判定する姿勢判定処理と、画面オ
ブジェクトが表示される前記第１表示部において、前記第２表示部に隣接する辺の近傍に
設けられる所定領域に前記画面オブジェクトの一部、または前記画面オブジェクトを選択
した前記指示体が移動されて入ったことを判定する移動判定処理と、前記姿勢判定処理に
おいて前記姿勢角度が１８０度から３６０度位置と判定され、前記移動判定処理において
、前記第１表示部において、前記画面オブジェクトの一部、または前記画面オブジェクト
を選択した前記指示体が、前記所定領域に移動されたと判定された場合に、前記第２表示
部において、前記第１表示部と前記第２表示部とが隣接する辺の対辺から前記画面オブジ
ェクトを移動させ、前記第２表示部に前記画面オブジェクトの少なくとも一部を表示させ
る画像制御処理と、を含む。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、複数画面を有する情報処理装置において、２画面間の画面オブジェク
トの移動をスムーズに行うという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る携帯型情報処理装置の外観構成を示す図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る携帯型情報処理装置の各種状態を示す図である。
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【図３】本発明の第１実施形態に係る携帯型情報処理装置の各種状態を示す図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る携帯型情報処理装置の電気的構成を示すブロック図
である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る携帯型情報処理装置の画像表示処理に関する機能ブ
ロック図である。
【図６】（ａ）第１表示部にウィンドウを表示する様子、（ｂ）指示体によって第１表示
部に表示されるウィンドウを掴んだ様子、（ｃ）第２表示部にウィンドウがジャンプする
様子の一例を示している。
【図７】（ａ）ウィンドウがユーザによってフリック操作された様子、（ｂ）フリック操
作後にウィンドウが他の表示部ジャンプする様子の一例を示している。
【図８】本発明の第１実施形態に係る携帯型情報処理装置において、ドラッグ操作による
ウィンドウ移動処理のフローチャートである。
【図９】本発明の第１実施形態に係る携帯型情報処理装置において、フリック操作による
ウィンドウ移動処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明に係る情報処理装置、画像表示方法、及び画像表示プログラムの一実施
形態について、図面を参照して説明する。
【００１３】
〔第１実施形態〕
　以下、本発明の第１実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態に係る携帯型情報処理装置の外観構成を示す斜視図である。
　本実施形態に係る携帯型情報処理装置１Ａは、第１筐体１０及び第２筐体２０を備え、
第１筐体１０と第２筐体２０とを連結するヒンジ（連結部）３０によって折り畳み可能と
されている。
　第１筐体１０は、略矩形であり、第１筐体１０の一面には画像を表示する第１表示部１
１を備えている。
　第２筐体２０は、略矩形であり、第２筐体２０の一面には画像を表示する第２表示部２
１を備えている。
　また、第１筐体１０及び第２筐体２０は、それぞれ表示部の背面を、筐体の背面として
説明する。
【００１４】
　以下の説明において、第１筐体１０及び第２筐体２０を区別せずに説明する場合は、単
に、筐体といい、第１表示部１１及び第２表示部２１を区別せずに説明する場合は、単に
、表示部という。
　なお、第１筐体１０及び第２筐体２０の各面には、携帯型情報処理装置１Ａの電源をオ
ン又はオフするためのボタン等の操作手段や、他の情報処理装置や記憶媒体等と接続可能
なＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）等の接続手段が設けられている
。また、第１筐体１０及び第２筐体２０には、カメラ、スピーカー、マイク等が設けられ
ている。また、外部の周辺デバイスと接続する接続手段のインターフェースはＵＳＢに限
定されるものでなく、ＨＤＭＩ（登録商標：Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔ
ｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）規格、ＤＶＩ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｓｕａｌ　Ｉ
ｎｔｅｒｆａｃｅ）規格等の他のインターフェースも含まれていてもよい。
【００１５】
　ヒンジ３０は、第１筐体１０と第２筐体２０とを回動軸δを中心に３６０度回動可能に
、且つ第１表示部１１と第２表示部２１とが隣接するように連結する。これにより、携帯
型情報処理装置１Ａは、ヒンジ３０により各種状態を取ることが可能となっている。
【００１６】
　また、第１筐体１０と第２筐体２０とが成す角度（以下「姿勢角度」という。）を「θ
」と規定する。なお、姿勢角度が９０度より小さい場合、第１表示部１１と第２表示部２
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１とが対面し、且つ携帯型情報処理装置１Ａの内側面となる。
【００１７】
　図２（ａ）～（ｃ）及び図３（ａ），（ｂ）は、携帯型情報処理装置１Ａの開閉状態を
説明するための模式図である。携帯型情報処理装置１Ａは、第１表示部１１と第２表示部
２１の向きで規定される各種構成を取ることができる。
　図２（ａ）は、クローズ（Ｃｌｏｓｅ）状態を示しており、姿勢角度θ＝０度であり、
携帯型情報処理装置１Ａが閉じられた状態である。
【００１８】
　図２（ｂ），（ｃ）は、ブック（Ｂｏｏｋ）状態を示しており、回動軸δが垂直方向を
向き、姿勢角度が０度＜θ＜１８０度となる状態である。なお、図２（ｂ）は、姿勢角度
が９０度以下のブック状態であり、図２（ｃ）は、姿勢角度が９０度＜θ＜１８０度のブ
ック状態である。
【００１９】
　図２（ｂ），（ｃ）において、回動軸δが水平方向を向いた状態は、クラムシェル（Ｃ
ｌａｍｓｈｅｌｌ）状態ともいう。
　図３（ａ）は、テント（Ｔｅｎｔ）状態を示しており、回動軸δが水平方向を向き、姿
勢角度は１８０度＜θ＜３６０度となる状態である。
　図３（ｂ）は、タブレット（Ｔａｂｌｅｔ）状態を示しており、姿勢角度θ＝３６０度
となり、第１表示部１１と第２表示部２１が外側を向いて対向する状態であり、ユーザは
第１表示部１１又は第２表示部２１のいずれか一方のみを視認する状態である。
【００２０】
　図４は、携帯型情報処理装置１Ａの電気的構成を示すブロック図である。携帯型情報処
理装置１Ａは、図４に示すように、第１表示部１１と第２表示部２１とともに、制御部４
０、ホールセンサ４１、第１加速度センサ４２、第２加速度センサ４３、メモリ４４、記
憶部４５、通信部４６、及び電源部４７を備えている。
【００２１】
　第１表示部１１は、表示部１１ｂと、表示部１１ｂに重畳されたタッチセンサ１１ａと
を有する。
　第２表示部２１は、表示部２１ｂと、表示部２１ｂに重畳されたタッチセンサ２１ａと
を有する。
　第１表示部１１及び第２表示部２１は、表示される対象物に対する操作指示を入力する
指示体（例えば、指やペン等）によるタッチ操作を受け付けることを可能とする。タッチ
操作は、第１表示部１１及び第２表示部２１に直接触れる操作以外にも、近接した位置（
ホバー）での操作も含む概念とする。
【００２２】
　タッチセンサ１１ａ，２１ａは、指やペン等の指示体を用いてタッチセンサ１１ａ，２
１ａに対して行われた各種操作を、操作が行われた場所のタッチセンサ１１ａ，２１ａ上
での位置とともに検出し、制御部４０に通知する。なお、タッチセンサ１１ａ，２１ａに
よって検出される操作には、タッチ操作、スライド操作、ピッチ操作、及びフリック操作
が含まれる。また、タッチセンサ１１ａ，２１ａが各種操作を検出する方式は、静電容量
式、感圧式等の方式を採用することができる。
【００２３】
　表示部１１ｂ，２１ｂは、例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙ
ｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や有機ＥＬ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎ
ｅｓｃｅｎｃｅ）パネルなどで構成され、制御部４０の制御に従って文字や図形等を表示
する。
【００２４】
　制御部４０は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
、マイクロプロセッサ、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）
等であり、携帯型情報処理装置１Ａの動作を統括的に制御して各種の機能を実現する。具
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体的には、制御部４０は、記憶部４５に記憶されているデータやメモリ４４に展開したデ
ータを必要に応じて参照しつつ、記憶部４５に記憶されているプログラムに含まれる命令
を実行して、電話機能、メール機能、Ｗｅｂブラウジング機能、及び画像表示機能等の各
種機能を実現する。
【００２５】
　ホールセンサ４１は、第１筐体１０と第２筐体２０の内いずれか一方にホール素子を備
え、他方の筐体にマグネットを備える。一例として、第１筐体１０の内部にホール素子が
配置されている。ホール素子が配置される位置は、第２筐体２０の内部に配置されるマグ
ネット（不図示）の位置に対応する。より詳細には、携帯型情報処理装置１Ａが閉じられ
たクローズ状態において、ホール素子とマグネットが対向するように、ホール素子及びマ
グネットが配置される。
【００２６】
　ホールセンサ４１は、第２筐体２０の内部に配置されているマグネットから発生する磁
界をホール素子が検出し、磁界の検出結果を制御部４０に出力する。ホール素子が磁界を
検出することにより、制御部４０は、携帯型情報処理装置１Ａの開閉状態を判定すること
ができる。
【００２７】
　第１加速度センサ４２は、第１筐体１０の内部に配置される。第１加速度センサ４２は
、第１表示部１１に対して、その長手方向に平行なＸ１方向、その短手方向に平行なＹ１

方向、Ｘ１及びＹ１方向に垂直なＺ１方向の加速度を検出し、Ｘ１Ｙ１Ｚ１方向の加速度
値Ａｘ１（ｔ）、Ａｙ１（ｔ）、Ａｚ１（ｔ）を、制御部４０に出力する。第１加速度セ
ンサ４２がＸ１Ｙ１Ｚ１方向の加速度を検出することにより、第１表示部１１の向きを検
出することができる。
【００２８】
　第２加速度センサ４３は、第２筐体２０の内部に配置される。第２加速度センサ４３は
、第２表示部２１に対して、その長手方向に平行なＸ２方向、その短手方向に平行なＹ２

方向、Ｘ２及びＹ２方向に垂直なＺ２方向の加速度を検出し、Ｘ２Ｙ２Ｚ２方向の加速度
値Ａｘ２（ｔ）、Ａｙ２（ｔ）、Ａｚ２（ｔ）を、制御部４０に出力する。第２加速度セ
ンサ４３がＸ１Ｙ１Ｚ１方向の加速度を検出することにより、第２表示部２１の向きを検
出することができる。
【００２９】
　第１加速度センサ４２及び第２加速度センサ４３は、第１筐体１０と第２筐体２０の姿
勢を判定するための検出部として機能する。なお、第１筐体１０と第２筐体２０の姿勢を
判定するための検出部としては、他の検出部を使用してもよく、例えば、ホールセンサ４
１、第１加速度センサ４２、第２加速度センサ４３の他に、角速度センサ、及び近接セン
サのうち少なくとも一つを用いればよい。また、検出部として、第１筐体１０に対する第
２筐体２０の相対角度を検出するスイッチ機構であってもよい。このスイッチ機構は、ヒ
ンジ３０に設けられる。
【００３０】
　メモリ４４は、例えば、ＲＡＭやＤＲＡＭ等で構成されており、制御部４０によって実
行されるプログラム、制御部４０が参照するデータ、制御部４０の演算結果等が一時的に
記憶されるワークエリアとして使用される。
【００３１】
　記憶部４５は、制御部４０によって実行されるプログラムやデータを保持するコンピュ
ータで読み取り可能な記憶媒体であって、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅ
ｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒy）やＳ
ＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）等の不揮発性メモリである。
【００３２】
　通信部４６は、制御部４０の制御に従って、基地局によって割り当てられるチャネルを
介し、基地局との間で無線信号回線を確立し、基地局との間で電話通信及び情報通信を行
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う。
【００３３】
　また、複数の表示部が該表示部に表示する画像の上下に並んで配置させ（図６参照）、
例えば、下側表示部を第１表示部１１とし、上側表示部を第２表示部２１とし、第１表示
部１１から第２表示部２１に画面オブジェクトを移動させる場合、及び第２表示部２１か
ら第１表示部１１に画面オブジェクトを移動させる場合において、制御部４０は、上下の
表示部間に渡る画面オブジェクト移動に関する表示部の表示制御（以下「画像表示制御処
理」という。）を行う。
　画面オブジェクトとは、例えば、アイコン、ウィンドウ等を含み、表示部の表示領域内
を移動できるオブジェクトである。本実施形態では、画面オブジェクトとしてウィンドウ
を移動させる場合を例に挙げて説明する。
　なお、本実施形態においては、図６に示されるような複数の表示部が該表示部に表示す
る画像の上下に並んで配置されるような場合を例示して説明しているが、本発明はこれに
限定されず、表示部が並べられており、隣り合う画面が隣接できると検出された場合に本
発明を適用できる。例えば、複数の表示部が表示する画像の左右に並んで配置されるよう
な場合にも本発明を適用でき、その場合には、上下の操作を左右の操作に読み替える。
【００３４】
　図５は、画像表示制御処理に関する機能ブロック図である。
　具体的には、制御部４０は、姿勢判定部５０、移動判定部５１と、画像制御部５２と、
と、選定部５３と、判定部５４とを備え、これら各構成部はプログラムによって実行され
る。
【００３５】
　姿勢判定部５０は、携帯型情報処理装置１Ａの開閉状態、及び第１筐体１０と第２筐体
２０との成す角度である姿勢角度を判定する。
　より具体的には、姿勢判定部５０は、第１加速度センサ４２から出力されるＸ１Ｙ１Ｚ

１方向の加速度値Ａｘ１（ｔ），Ａｙ１（ｔ），Ａｚ１（ｔ）に基づいて、第１表示部１
１の向きを判定し、また、第２加速度センサ４３から出力されるＸ２Ｙ２Ｚ２方向の加速
度値Ａｘ２（ｔ），Ａｙ２（ｔ），Ａｚ２（ｔ）に基づいて、第２表示部２１の向きを判
定し、第１表示部１１及び第２表示部２１の向きに基づいて、クラムシェル状態、テント
状態、タブレット状態、及びブック状態を判定する。また、姿勢判定部５０は、ホールセ
ンサ４１の磁界の検出結果に基づいてクローズ状態を判定する。
【００３６】
　そして、姿勢判定部５０は、第１表示部１１及び第２表示部２１の向きから姿勢角度を
判定する。なお、姿勢判定部５０は、ホールセンサ４１の検出結果によってクローズ状態
と判定した場合を姿勢角度が０度とする。
　選定部５３は、姿勢判定部５０によって決められる姿勢に基づいて、第１表示部１１と
第２表示部２１とが隣接する辺を選定する。
【００３７】
　移動判定部５１は、ウィンドウが表示される表示部において、他の表示部が隣接する辺
の近傍に設けられる所定領域に、ウィンドウの一部がドラッグにより移動されて接近した
か否かを判定する。ここで、所定領域は、複数の筐体を上下方向に開いて配置させ、表示
部が該表示部に表示する画像の上下に並んで位置した場合、下側に位置する表示部におい
て、上側の表示部に隣接する辺の近傍に設けられる。また、所定領域は、複数の筐体を上
下方向に開いて配置させ、表示部が上下に並んで位置した場合、上側に位置する表示部に
おいて、下側の表示部に隣接する辺の近傍に設けられる。また、所定領域は、一の表示部
から他の表示部にウィンドウをジャンプさせる境界でもあるので、境界領域ともいう。
　なお、表示部が該表示部に表示する画像の左右に並んで位置する場合には、左側に位置
する表示部において右側の表示部に隣接する辺の近傍に設けられ、右側に位置する表示部
において左側の表示部に隣接する辺の近傍に設けられる。
【００３８】
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　こうした所定領域は、上側の筐体に設けられる表示部、及び下側の筐体に設けられる表
示部のそれぞれにおいて適宜設定することができ、各所定領域の幅（辺と平行方向の領域
幅）や形状は上側と下側で同じ設定にしてもよいし、異ならせても良く、特に限定されな
い。
　また、所定領域の設定は、例えば、ユーザによって設定した値を記憶部４５等に予め設
定しておくこととして説明するが、本発明はこれに限定されない。
　また、移動判定部５１は、所定の移動量以上のタッチ移動がされたか否かを判定するこ
とにより、表示部においてウィンドウを移動させるためのフリック操作が行われているか
どうか判定する。
【００３９】
　判定部５４は、ウィンドウが移動されるベクトル方向を検出する。また、判定部５４は
、ウィンドウを移動させようとするベクトル方向に、現在ウィンドウが表示されている表
示部と隣接して他の表示部が存在するか否かを判定する。判定部５４は、現在ウィンドウ
が表示されている表示部と隣接して他の表示部が存在すると判定した場合には、ウィンド
ウを移動させ、他の表示部が隣接していないと判定した場合には、ウィンドウを表示中の
表示部における所定領域を超えてウィンドウを移動させない。
【００４０】
　画像制御部５２は、移動判定部５１による判定結果、各センサの検出結果、すなわち姿
勢判定部５０の判定結果に基づいて、第１表示部１１及び第２表示部２１の画像表示を制
御する。具体的には、画像制御部５２は、クラムシェル状態、ブック状態及びテント状態
等の姿勢角度に応じた態様で、一の表示部に表示されるウィンドウの一部を他の表示部に
表示させる。また、画像制御部５２は、ウィンドウ表示中の表示部において、移動判定部
５１によってウィンドウの一部が所定領域に移動されたと判定された場合に、ウィンドウ
の少なくとも一部を、他の表示部に表示させる。
　ウィンドウが表示中の表示部において、表示されているウィンドウの少なくとも一部を
、他の表示部に表示させるとは、すなわち、ウィンドウを表示部と他の表示部との間に跨
るように表示させる、もしくは、ウィンドウ全体を表示部から表示を消し、他の表示部に
表示させる等のどちらの表示方法であってもよく、特に限定されない。本実施形態では、
ウィンドウを表示中の表示部と他の表示部との間に跨るように表示させる場合を例に挙げ
て説明する。
【００４１】
　図６（ａ）は、第１表示部１１にウィンドウを表示する様子が示されており、図６（ｂ
）は、指示体Ｐによって第１表示部１１に表示されるウィンドウを掴み、図６（ｃ）は、
ウィンドウを掴んだ指示体Ｐを移動させて、辺Ｘの近傍の所定領域Ｙまで移動させた場合
に、第２表示部２１にウィンドウがジャンプする様子を示している。図６（ｄ）は、図６
（ｃ）で表示されていた第２表示部２１のウィンドウの一部をスライド移動することによ
り、第２表示部２１内にウィンドウ全体を表示させるようにしたことを示したイメージ図
である。
【００４２】
　本発明は、第１表示部１１と第２表示部２１とを仮想的に合体させ、隣り合う表示部の
隣り合う辺を共通の辺とし、仮想的な大きな１枚のディスプレイとみなす。これにより、
指示体Ｐでウィンドウを掴んで、表示部と他の表示部とが隣接する辺Ｘの近傍に設けられ
る所定領域Ｙまでウィンドウを移動させると、隣接する他の表示部にジャンプさせて表示
させることができる。
　このように、ウィンドウが表示される表示部において、ウィンドウの一部が、他の表示
部が隣接する辺Ｘの近傍に設けられる所定領域Ｙに移動されて差し掛かったと判定された
場合に、ウィンドウを現在表示中の表示部と、隣接する他の表示部とに跨って表示させる
。
【００４３】
　タッチパネルディスプレイにおいては、指示体Ｐによって表示部を直接触ってウィンド
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ウを操作する。タッチパネルディスプレイで複数の表示部を跨ってウィンドウの移動操作
をしようとすると、一方の表示部と他の表示部との間隔が物理的に空いており、従来はウ
ィンドウの移動が困難だった。本発明によれば、表示部が隣接する辺Ｘの近傍の所定領域
Ｙに到達した場合には、移動先の（隣接する）表示部にウィンドウの一部をジャンプさせ
るので、もともとウィンドウを表示していた表示部から、移動先の表示部に跨ってウィン
ドウを表示でき、複数の表示部をもつノートＰＣ１におけるウィンドウの移動が簡便とな
る。
【００４４】
　また、表示部において、指示体Ｐによってウィンドウのフリック操作にも対応させても
良い。例えば、ウィンドウが表示される表示部において、ユーザによってウィンドウがフ
リック操作されて（図７（ａ））、ウィンドウの一部が隣接する辺Ｘの近傍の所定領域Ｙ
に到達した場合に、ウィンドウが表示されていた表示部から他の表示部にウィンドウを移
動させる（図７（ｂ）参照）。フリック操作により隣り合う表示部付近の辺Ｘの近傍の所
定領域Ｙまで到達したウィンドウを、ウィンドウが表示されていない他の表示部の所定位
置に移動させるので、ウィンドウの移動が簡便に行える。
【００４５】
　なお、フリック操作が行われたか否かは、移動判定部５１によって、タッチ操作を観測
し、移動量が所定量を超えたか否かを判定し、移動量が所定量を超えた場合にフリック操
作と判定させることができる。
　また、ウィンドウの移動先は、フリック操作時のベクトル方向を検出し、最も大きなベ
クトル成分を検出した方向に隣接する表示部があった場合に、ウィンドウを隣接する表示
部に移動させる。
　こうした画像表示は、クラムシェル状態及びブック状態で行われる。
　このように、クラムシェル状態及びブック状態等の予め決められた姿勢状態に応じて許
容される辺の方向にウィンドウが移動できる。
【００４６】
　続いて、各筐体の表示部が設けられていない背面が対面する姿勢であるテントモード（
テント状態）の場合を説明する。図３（ａ）に示されるような、第１筐体１０と第２筐体
２０とがテントモードにおいて、表示部が隣接している辺を選定部５３により選定した場
合には、一の表示部のウィンドウを、他の表示部の辺から出現させようとすると、他の表
示部側においては、画面上部からウィンドウが降りてくるように表示され、そのウィンド
ウは上下逆さまに表示されてしまう。
【００４７】
　そのため、テントモードの場合には、他の表示部側においては、表示部が隣接している
辺を画面上部とし、その辺に対向する辺を画面下部とし、画面下部に一の表示部と繋がる
辺を設けるとよい。
　例えば、ウィンドウが表示中の表示部において、ウィンドウの一部、またはウィンドウ
を選択した指示体が、所定領域に移動された場合に、他の表示部において、表示部と他の
表示部とが隣接する辺の対辺からウィンドウを移動させ、他の表示部にウィンドウの少な
くとも一部を表示させる。具体的には、ウィンドウが表示される一の表示部において、ウ
ィンドウの一部が所定領域に入った場合には、隣接する他の表示部は画面下部に辺がある
こととして座標変換をし、画面下方側からウィンドウを移動させ、他の表示部にウィンド
ウを表示させることとしてもよい。このように、テントモードの場合には、辺の選定の仕
方を、クラムシェル状態の場合とは異ならせることにより、他の表示部においてウィンド
ウが逆さまになることを防ぐことができる。
　また例えば、第１筐体１０と第２筐体２０とがテントモードで背面が対面する姿勢であ
る場合には、ウィンドウが表示される表示部において、ウィンドウの一部が、所定領域に
移動されて入った場合であっても、他の表示部に移動させないように設定してもよい。
【００４８】
　図８は、本実施形態に係る画像表示制御処理の流れを示すフローチャートである。
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　第１表示部１１及び第２表示部２１の向きから姿勢角度が判定され、図６（ａ）に示さ
れるようにウィンドウが表示されている表示部において、ウィンドウが操作され、ウィン
ドウが移動される（図８のステップＳＡ１）。図６（ｂ）に示されるように表示部がタッ
チされ、タッチ位置にあったウィンドウが、タッチ及びその移動に伴って移動する。ウィ
ンドウの一部が、ウィンドウを表示する表示部と隣接する他の表示部との隣接する辺Ｘの
近傍の所定領域Ｙにドラッグ操作されたか否かが判定される（図８のステップＳＡ２）。
ウィンドウの一部が、選定された辺Ｘの近傍の所定領域Ｙに差し掛かっていない（入って
いない）と判定された場合には、ステップＳＡ１に戻る。
【００４９】
　ウィンドウの一部が、所定領域Ｙに差し掛かったと判定された場合には、ウィンドウの
移動先に、隣接する表示部が有るか否かが判定される（図８のステップＳＡ３）。ベクト
ル方向に隣接する表示部が無いと判定された場合には、ステップＳＡ１に戻る。
　ウィンドウの移動先に隣接する表示部が有ると判定された場合には、隣接する表示部に
ウィンドウを所定量ジャンプさせる（図６（ｃ）参照）。
　このようにジャンプさせることにより、移動前にウィンドウを表示していた表示部と、
ウィンドウの移動先の表示部とに、移動させたウィンドウを跨って表示させ（図８のステ
ップＳＡ４）、本処理を終了する。移動先となった表示部には、ウィンドウの一部が表示
されているので、ユーザは移動先となった表示部内でウィンドウをタッチして移動させ、
ウィンドウ全体を表示する（図６（ｄ）参照）。
【００５０】
　図９は、本実施形態に係る他の画像表示制御処理の流れを示すフローチャートである。
　第１表示部１１及び第２表示部２１の向きから姿勢角度が判定され、表示部がタッチさ
れ、タッチ位置にあったウィンドウが、タッチ及びその移動に伴って移動する。ウィンド
ウが表示されている表示部において、タッチの移動量がモニタされる（図９のステップＳ
Ｂ１）。表示部において、フリック操作か否かを判定する閾値となる所定移動量以上のタ
ッチ移動が検出されたか否かが判定される（図９のステップＳＢ２）。所定移動量以上の
タッチ移動が検出されなかった場合には、ステップＳＢ１に戻る。所定移動量以上のタッ
チ移動が検出された場合には、ウィンドウが移動されるベクトル方向が検出される（図９
のステップＳＢ３）。
【００５１】
　ベクトル方向の移動先に隣接する表示部が有るか否かを判定する（図９のステップＳＢ
４）。ベクトル方向に隣接する表示部が無いと判定された場合には、ステップＳＢ１を繰
り返す。ベクトル方向に隣接する表示部が有ると判定された場合には、ベクトル方向の隣
接する表示部の近傍の辺Ｘを選定する。選定された辺Ｘの近傍に設けられる所定領域Ｙに
ウィンドウの一部が入ったか否かが判定され、ウィンドウの一部が所定領域Ｙに入るまで
ウィンドウの一部が所定領域Ｙに入ったか否かの判定を繰り返し、ウィンドウの一部が所
定領域Ｙに入った場合には、ベクトル方向の隣接する表示部にウィンドウ全体を移動させ
る（図６（ｃ）参照）。
　こうすると、もともとウィンドウが表示されていた表示部からウィンドウが消え、移動
先の表示部にフリック操作されたウィンドウ全体が表示される（図９のステップＳＢ５）
。
【００５２】
　なお、本実施形態においては、図８と図９に示すように、ウィンドウをジャンプさせて
複数の表示部間でウィンドウを跨って表示させる方法と、フリック操作によってウィンド
ウを飛ばして表示させる方法とを分けて説明したが、ジャンプ表示とフリック操作による
表示を両方同時に有効にしてもよいし、それぞれの機能の有効無効を設定画面（図示略）
にて各々設定することとしてもよい。
【００５３】
　以上説明したように、本実施形態に係る携帯型情報処理装置１Ａ、及び画像表示方法、
並びに画像表示プログラムは、第１筐体１０及び第２筐体２０を備え、第１筐体１０と第
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２筐体２０とを連結するヒンジ３０によって折り畳み可能とされている。ウィンドウが表
示される表示部において、ウィンドウの一部が、他の表示部が隣接する辺の近傍に設けら
れる所定領域に移動されて入ったと判定された場合に、ウィンドウを表示部と他の表示部
とに跨って表示させる。そして、携帯型情報処理装置１Ａは、第１筐体１０と第２筐体２
０の姿勢に応じて、隣り合う表示部の辺を識別させ、隣り合う表示部を仮想的に１つの表
示部として扱い、辺を境界として一の表示部から他の表示部に跨ってウィンドウの移動を
行い、画像表示する。
【００５４】
　タッチパネルディスプレイの環境においては、指示体によって表示部を直接触ってウィ
ンドウを操作することになる。タッチパネルディスプレイで複数の表示部を跨ってウィン
ドウの操作をしようとすると、一方の表示部と他の表示部との間が物理的に空いており、
ウィンドウの移動が困難だった。本発明によれば、タッチパネルディスプレイの環境であ
っても、複数の表示部間においてウィンドウの移動を少ない操作で速やかに、かつ、簡便
に行うことができる。
　また、ウィンドウが表示される表示部の辺の近傍の所定領域にウィンドウの一部、或い
はウィンドウを掴む指示体が差し掛かったことを判定して、他の表示部にウィンドウの一
部をジャンプさせて表示させ、もともとウィンドウを表示していた表示部から、移動先の
表示部に跨ってウィンドウを表示させるので、操作性よくウィンドウ移動が行なえる。
【００５５】
　また、ディスプレイを上下に配置させる場合に、例えば、ＯＳで、指示体によってウィ
ンドウを掴んだ状態で、下側の表示部から上側の表示部にウィンドウを移動させようとす
ると下側の表示部でウィンドウが最大化する機能を有するものがある。こういった機能は
、下側の表示部から上側の表示部にウィンドウを移動させようとする意図に反して、下側
の表示部でウィンドウが最大化してしまい、意図の通りに操作することが困難である場合
があった。本発明によれば、複数の表示部が隣接する辺の近傍の所定領域に差し掛かった
段階で、ウィンドウが表示されている表示部から他方の表示部にウィンドウを表示させる
表示部を切り替え、複数の表示部間でのウィンドウの移動が速やかにできる。
　なお、上記実施形態においては、上下配置した表示部の下側表示部から上側表示部にウ
ィンドウを移動させる場合を例に挙げて説明していたが、本発明はこれに限定されず、上
側表示部から下側表示部にウィンドウを移動させる場合に適用してもよい。
　また、本実施形態では、ウィンドウを表示部間で移動させる場合を例に挙げて説明して
いたが、同様に、アイコンを表示部間で移動させてもよい。
【００５６】
〔第２実施形態〕
　上記第１実施形態においては、ウィンドウの一部が辺の近傍の所定領域に入った場合に
他の表示部にウィンドウを表示することとして説明していたが、第２実施形態においては
ウィンドウを掴む指示体が辺の近傍の所定領域に入った場合に、他の表示部に表示させる
場合として説明する。本実施形態の情報処理装置について、第１実施形態と共通する点に
ついては説明を省略し、図１から図５を用いて異なる点について主に説明する。
【００５７】
　移動判定部５１は、ウィンドウが表示される表示部において、他の表示部が隣接する辺
の近傍に設けられる所定領域に、ウィンドウを掴む指やペン等の指示体の一部が移動され
て入ったか否かを判定する。具体的には、第１表示部１１のタッチセンサ１１ａ及び第２
表示部２１のタッチセンサ２１ａによって検出される検出値に基づいて、指示体の位置を
判定できる。
　画像制御部５２は、移動判定部５１による判定結果、各センサの検出結果、すなわち姿
勢判定部５０の判定結果に基づいて、第１表示部１１及び第２表示部２１の画像表示を制
御する。具体的には、画像制御部５２は、移動判定部５１によってウィンドウを掴む指示
体の一部が所定領域に移動されたと判定された場合に、ウィンドウを所定量移動させ、表
示部と他の表示部との間に跨るように表示させる。
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　このように、ウィンドウよりも先にウィンドウを掴む指示体が、表示部が隣接する辺の
近傍の所定領域に到達したか否かを判定し、ウィンドウを掴む指示体が所定領域に到達し
た場合に、隣り合う表示部間でウィンドウの移動をさせる。
　これにより、ウィンドウの一部が所定領域に到達していなくても、指示体の位置をモニ
タすることにより、確実にウィンドウを他の表示部にジャンプさせることができる。
【００５９】
　以上、本発明を、上記実施形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施形
態に記載の範囲には限定されない。発明の要旨を逸脱しない範囲で上記各実施形態に多様
な変更又は改良を加えることができ、該変更又は改良を加えた形態も本発明の技術的範囲
に含まれる。また、上記各実施形態を適宜組み合わせてもよい。
　また、上記実施形態では、一対の筐体を連結する連結部をヒンジ３０とする形態につい
て説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、一対の筐体を回動可能に連結
するものであれば、他の形態としてもよい。
　また、上記実施形態では、２つの筐体を有する情報処理装置を一例として説明していた
が、本発明はこれに限定されず、３つ以上の筐体が配列されている情報処理装置に適用し
ても良い。
【００６０】
　また、上記各実施形態で説明した画像表示制御処理の流れも一例であり、本発明の主旨
を逸脱しない範囲内において不要なステップを削除したり、新たなステップを追加したり
、処理順序を入れ替えたりしてもよい。
【符号の説明】
【００６１】
１Ａ　携帯型情報処理装置（情報処理装置）
１０　第１筐体
１１　第１表示部
２０　第２筐体
２１　第２表示部
３０　ヒンジ（連結部）
４０　制御部
４１　ホールセンサ
４２　第１加速度センサ
４３　第２加速度センサ
５０　姿勢判定部
５１　移動判定部
５２　画像制御部
【要約】
【課題】複数画面を有する情報処理装置において、２画面間のウィンドウ移動をスムーズ
に行うこと。
【解決手段】複数の表示部を有するノートＰＣであって、表示される対象物に対する操作
指示を入力する指示体によるタッチ操作を受け付けることが可能な複数の表示部と、ウィ
ンドウが表示される表示部において、他の表示部が隣接する辺の近傍に設けられる所定領
域にウィンドウの一部またはウィンドウを選択した指示体が、移動されて入ったことを判
定する移動判定部５１と、移動判定部５１によってウィンドウの一部が所定領域に移動さ
れたと判定された場合に、ウィンドウの少なくとも一部を、他の表示部に表示させる画像
制御部５２とを備える。
【選択図】図５



(14) JP 6246882 B1 2017.12.13

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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